
q水栓本体の取付け

rシャワーホースと
　カプラー式ソケットの接続

e給水・給湯ホースの接続

wソケットと止水栓の接続

y水受けタンク(別売)の取付け

tストッパーの固定

※排水金具は、水栓本体より先に施工してください。

1. 本体から締付ナット、平ワッシャー、三
角パッキンを外し、シャワーホースを
引き上げる。その際にシャワーホース
先端を10cmほど残す。

2. 水栓本体を、取付穴の上から挿入し、
水栓本体を正面に向けた後、専用工具
（KG-9）にて締付ナットを締め付けて、
カウンターまたは陶器に固定する。

注 意

別売の専用工具（KG-9）を使用する。

ポイント

銅管を曲げる際は、ゆっくり
と曲げてください。　
※急に曲げると、銅管の破損や
漏水の原因となります。

注 意

排水金具の操作レバーがある
場合は、吐出管を、排水金具
操作レバーの反対側に曲げて
調節する。

ポイント

水栓本体の取付け

Oリング保護キャップは、カプラー
式ソケットと接続する直前まで外
さないでください。　
※取り外すと、ホース先端のOリン
グがキズ付き、漏水の原因となり
ます。

注 意 ホース先端

約10cm

三角パッキン
平ワッシャー

締付ナット

三角パッキン
平ワッシャー

締付ナット

専用工具
 （KG-9）

Oリング
保護キャップ

Oリング
保護キャップ

本体

正面

ソケットと止水栓の接続

ソケットを止水栓にスパナ
（対辺23）で固定する。

2.

抜け止めカバー、固定リング、パッキンキャップを外す。1.

排水金具の操作レバーがある
場合はレバーを外し、給水・
給湯ホースが排水金具に当た
らないように、また、止水栓
に接続しやすいように、給水・
給湯銅管を軽く曲げて、仮位
置決めをする。

排水金具の操作レバーがある
場合はレバーを再接続し、排
水金具に当たらないように、
吐出管、給水・給湯銅管を、
前後・左右に曲げて調節する。

1.
給水ホース・給湯ホースの接続

3.

2.

●ソケットは、製品に同梱されている
ものを必ずお使いください。

●パッキンの紛失に注意してください。
※漏水の原因になります。

注 意

ソケット
パッキン

水側止水栓
湯側止水栓

  スパナ
（対辺23）

ソケット

抜け止めカバー

固定リング

q

w

パッキン
パッキンキャップ

排水金具

排水金具

w

q

外す

排水金具の
操作レバー

再接続

排水金具の
操作レバー

排水金具
操作レバー

排水栓
キックレバー

仮位置決め
給水・給湯ホース

吐出管

排水金具
操作レバーの
反対側に曲げる

前後・左右に
曲げて調節

給水・給湯銅管

フレキホースと止水栓
接続時、止水栓までの
距離が近い場合は、給
水ホースを排水金具操
作レバーの後ろを通し
（q）、遠い場合は排水
栓キックレバーの下を
通す（w）と取付けし
易くなります。

必ずソケットを止水栓に固定してから
給水・給湯ホースを接続してください。
※漏水の原因になります。

給水・給湯ホースのOリング保護キャップを取外し、ソケットに差し込む。

注 意

給水・給湯ホースを曲げる場合は、曲
げ半径30mm以上確保してください。
※漏水の原因になります。

注 意

●Oリングに傷をつけたりゴミかみがない
ように注意してください。

●給水・給湯ホースの差し間違えに注意して
ください。

※漏水の原因になります。

※湯と水が逆に出て、ヤケドをする恐れがあります。

注 意

注 意

給湯ホース

ソケット

Oリング
保護キャップ

Oリング

給水ホース

外す

q

q
w

w

止水栓

給水・給湯ホース

ソケット
曲げ半径は
30a以上

給水・給湯ホース

給水ホース給湯ホース

排水栓レバー
止水栓

45°45° 45°45°

※排水栓操作レバーやシャワーホースが給水・給湯ホース
と接触すると、「排水栓レバーの操作」や「吐水口の引
出し」が重くなる場合があります。

調節方法

吐出管

キャビネット等に施工
する際、収納ミラーが
水栓に干渉する場合は、
吐出管と給水・給湯銅管
を手前にゆっくりと曲
げて施工してください。

給水・
給湯銅管

15°～20°

●Oリング保護キャップはカプラー
式ソケットやソケットと接続する
まで外さないでください。
※取り外すと、Oリングが傷ついて
しまい、漏水の原因となります。

●締付ナットは、専用工具を使用し
て本体の ガタつきがないように
しっかりと締め付けてください。
※ガタつきがあると、漏水の原因と
なります。

2.  施工方法

給水・給湯の取出位置によっては、排水栓操作
レバーやシャワーホースと干渉しないように注
意して、止水栓の向きを約45°以内で傾けて、
給水・給湯ホースが無理に曲がらないように調
節してください。

湯（H）表示シール

給湯側止水栓

給水側止水栓

※品番によっては、図と現品の形状が一部異なります。
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施工前のご注意

●給水圧力が0.75MPaを越える場合は、市販の減圧弁で適正圧力（0.20～0.34MPa
程度）に減圧してください。

●不意の出湯によるヤケド防止のため、給湯器の設定温度は60℃以下をおすすめします。

その他の条件

貯湯式給湯器と組み合わせる場合の給水圧力

その他の注意点
●給水には上水道を接続してください。
※温泉水など異物を多く含む水には使用できません。

●給水配管が右側、給湯配管が左側に配管されていることを確認してください。
※逆配管では表示通りに湯が出ません。

●給湯配管はできるだけ短くし、必ず保温材を巻いてください。
●商品の表面には、直接工具を掛けないでください。
※工具を掛ける場合には、必ず商品に布等をあてて保護してください。

●開梱、取付けの際には商品の表面に傷を付けないように十分に注意してください。
●必ず配管中の異物を完全に洗い流してください。
●取付カウンターが厚い場合や、大理石などの特殊な材料を使っている場合は取り付
けできない場合があります。また穴あけなどの加工は十分注意して行ってください。

取付けに必要な工具
●取付けには、プラスドライバー、マイナスドライバー、スパナ(対辺23)、専用工具 
｢KG-9(対辺38)｣が必要です。

止水栓と点検口を設けてください

最 高 圧 力
0.05MPa（流動圧）
0.75MPa（静水圧）

ガス給湯器（比例制御式：16号相当）と組み合わせる場合の給水圧力
A＋0.14MPa（流動圧）：給湯器設定温度75℃
A＋0.11MPa（流動圧）：給湯器設定温度60℃
A＋0.06MPa（流動圧）：給湯器設定温度42℃
0.75MPa（静水圧）

最低必要圧力

測定条件は次の通りです。
●レバーハンドルは全開です。
●給水温度5℃、吐出温度42℃（ガス給湯器との組み合わせが最も悪い冬季を想定）。
●給水圧力はガス給湯器直前における流動圧です。

●給水圧力と給湯圧力の差を小さくしてください。温度調節が容易になり使いやすく
　なります。

※止水栓位置の寸法は代表例です。
　-MBの場合、給水給湯用止水栓の取出位置は、化粧台の施工寸法に準じてください。
※排水金具(別売)の操作レバーを、カウンターに取り付ける場合のカウンター厚は、
　排水金具の施工寸法に準じてください。

●取付後の流量調節及び保守点検のために、必ず止水栓（別売）と点検口を設けてく
ださい。

●使い勝手や性能発揮のために、必ず流量調節をしてください。特に水圧が高い場合
など、流量調節がされていないと漏水・破損の恐れがあります。

本製品の仕様と使用条件

安全上のご注意

施工完了図

給湯器温度設定

使用環境温度

圧 力 条 件

取 付 条 件

使用可能水質

給水給湯接続 G1/2

水栓取付穴：φ34～φ38mm　カウンター厚：5～30mm

0.05MPa(流動圧)～0.75MPa(静水圧)
給水圧力≧給湯圧力 ※2

【一般地用】
【寒冷地用】

0～40℃
－20～40℃

85℃以下

(禁止)

(禁止)

注 意

(指示)

(禁止)

(禁止)

(分解禁止)

湯水を逆に配管しないでください。
※水を出そうとしても、湯が出てヤケドをする恐れがあり
ます。

お客さまに引き渡す前に凍結が予想される場合は水を抜い
ておいてください。
寒冷地仕様の水抜方法は、取扱説明書を参照ください。
※凍結破損で漏水し、家財等を濡らす財産損害発生の恐れ
があります。

修理技術者以外の人は水栓を分解したり、修理したりしな
いでください。
※ケガをしたり、故障・破損の恐れがあります。

衝撃を与えたり、もたれかかったりしないでください。
※破損してケガをしたり、漏水や故障の原因となります。

給湯器の温度設定は85℃以上で使用しないでください。
※水栓が破損し、ヤケドや家財等を濡らす恐れがあります。

水抜栓は水抜き以外の目的で開けないでください。
※湯水が噴き出し、ヤケドや家財等を濡らす恐れがあります。

但し、内部の水を凍結させない
でください。

水道水および飲用可能な井戸水(※1)

※1 飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいいます。
※2 給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

(指示)

(指示)

(指示)

(指示)

取付けは必ず施工店が行ってください。
※取付けが不安定となり、ケガをする恐れがあります。

必ず施工説明書の指示通りに施工してください。
※誤った施工方法をされた場合、器具が外れ、ケガをする
恐れがあります。

フレキホースの差し直しをする際は、必ず湯側水側両方の
止水栓を閉じてから行ってください。
※湯・水が噴出してヤケドをしたり、家財等を濡らす財産損
害発生の恐れがあります。

ヤケドの恐れがないところまで水圧変動を押さえた配管設
備にしてください。
※他所の水栓の使用などにより水圧変動が起こり、湯の使用
中に湯温が急上昇し、ヤケドをする恐れがあります。

吐水口引出式
シングルレバー混合水栓

（一般的な行動指示記号です。）

※水栓取付穴：φ φ

●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで
ナビダイヤル

とじる

止水栓

PMS-2032(18012)

1.  施工の前に
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施工説明書

TEL 0570-017-173
受付時間 平日 9:00～18:00

土日・祝日 9:00～17:00
（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く）

給湯

給水水栓

湯(H)



q水栓本体の取付け

rシャワーホースと
　カプラー式ソケットの接続

e給水・給湯ホースの接続

wソケットと止水栓の接続

y水受けタンク(別売)の取付け

tストッパーの固定

※排水金具は、水栓本体より先に施工してください。

1. 本体から締付ナット、平ワッシャー、三
角パッキンを外し、シャワーホースを
引き上げる。その際にシャワーホース
先端を10cmほど残す。

2. 水栓本体を、取付穴の上から挿入し、
水栓本体を正面に向けた後、専用工具
（KG-9）にて締付ナットを締め付けて、
カウンターまたは陶器に固定する。

注 意

別売の専用工具（KG-9）を使用する。

ポイント

銅管を曲げる際は、ゆっくり
と曲げてください。　
※急に曲げると、銅管の破損や
漏水の原因となります。

注 意

排水金具の操作レバーがある
場合は、吐出管を、排水金具
操作レバーの反対側に曲げて
調節する。

ポイント

水栓本体の取付け

Oリング保護キャップは、カプラー
式ソケットと接続する直前まで外
さないでください。　
※取り外すと、ホース先端のOリン
グがキズ付き、漏水の原因となり
ます。

注 意 ホース先端
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ソケットと止水栓の接続

ソケットを止水栓にスパナ
（対辺23）で固定する。

2.

抜け止めカバー、固定リング、パッキンキャップを外す。1.

排水金具の操作レバーがある
場合はレバーを外し、給水・
給湯ホースが排水金具に当た
らないように、また、止水栓
に接続しやすいように、給水・
給湯銅管を軽く曲げて、仮位
置決めをする。

排水金具の操作レバーがある
場合はレバーを再接続し、排
水金具に当たらないように、
吐出管、給水・給湯銅管を、
前後・左右に曲げて調節する。

1.
給水ホース・給湯ホースの接続

3.

2.

●ソケットは、製品に同梱されている
ものを必ずお使いください。
●パッキンの紛失に注意してください。
※漏水の原因になります。

注 意

ソケット
パッキン

水側止水栓
湯側止水栓

  スパナ
（対辺23）

ソケット

抜け止めカバー

固定リング

q

w

パッキン
パッキンキャップ

排水金具

排水金具

w

q

外す

排水金具の
操作レバー

再接続

排水金具の
操作レバー

排水金具
操作レバー

排水栓
キックレバー

仮位置決め
給水・給湯ホース

吐出管

排水金具
操作レバーの
反対側に曲げる

前後・左右に
曲げて調節

給水・給湯銅管

フレキホースと止水栓
接続時、止水栓までの
距離が近い場合は、給
水ホースを排水金具操
作レバーの後ろを通し
（q）、遠い場合は排水
栓キックレバーの下を
通す（w）と取付けし
易くなります。

必ずソケットを止水栓に固定してから
給水・給湯ホースを接続してください。
※漏水の原因になります。

給水・給湯ホースのOリング保護キャップを取外し、ソケットに差し込む。

注 意

給水・給湯ホースを曲げる場合は、曲
げ半径30mm以上確保してください。
※漏水の原因になります。

注 意

●Oリングに傷をつけたりゴミかみがない
ように注意してください。

●給水・給湯ホースの差し間違えに注意して
ください。

※漏水の原因になります。

※湯と水が逆に出て、ヤケドをする恐れがあります。
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※排水栓操作レバーやシャワーホースが給水・給湯ホース
と接触すると、「排水栓レバーの操作」や「吐水口の引
出し」が重くなる場合があります。

調節方法

吐出管

キャビネット等に施工
する際、収納ミラーが
水栓に干渉する場合は、
吐出管と給水・給湯銅管
を手前にゆっくりと曲
げて施工してください。

給水・
給湯銅管

15°～20°

●Oリング保護キャップはカプラー
式ソケットやソケットと接続する
まで外さないでください。
※取り外すと、Oリングが傷ついて
しまい、漏水の原因となります。

●締付ナットは、専用工具を使用し
て本体の ガタつきがないように
しっかりと締め付けてください。
※ガタつきがあると、漏水の原因と
なります。

2.  施工方法

給水・給湯の取出位置によっては、排水栓操作
レバーやシャワーホースと干渉しないように注
意して、止水栓の向きを約45°以内で傾けて、
給水・給湯ホースが無理に曲がらないように調
節してください。

湯（H）表示シール

給湯側止水栓

給水側止水栓

※品番によっては、図と現品の形状が一部異なります。
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施工前のご注意

●給水圧力が0.75MPaを越える場合は、市販の減圧弁で適正圧力（0.20～0.34MPa
程度）に減圧してください。

●不意の出湯によるヤケド防止のため、給湯器の設定温度は60℃以下をおすすめします。

その他の条件

貯湯式給湯器と組み合わせる場合の給水圧力

その他の注意点
●給水には上水道を接続してください。
※温泉水など異物を多く含む水には使用できません。

●給水配管が右側、給湯配管が左側に配管されていることを確認してください。
※逆配管では表示通りに湯が出ません。

●給湯配管はできるだけ短くし、必ず保温材を巻いてください。
●商品の表面には、直接工具を掛けないでください。
※工具を掛ける場合には、必ず商品に布等をあてて保護してください。

●開梱、取付けの際には商品の表面に傷を付けないように十分に注意してください。
●必ず配管中の異物を完全に洗い流してください。
●取付カウンターが厚い場合や、大理石などの特殊な材料を使っている場合は取り付
けできない場合があります。また穴あけなどの加工は十分注意して行ってください。

取付けに必要な工具
●取付けには、プラスドライバー、マイナスドライバー、スパナ(対辺23)、専用工具 
｢KG-9(対辺38)｣が必要です。

止水栓と点検口を設けてください

最 高 圧 力
0.05MPa（流動圧）
0.75MPa（静水圧）

ガス給湯器（比例制御式：16号相当）と組み合わせる場合の給水圧力
A＋0.14MPa（流動圧）：給湯器設定温度75℃
A＋0.11MPa（流動圧）：給湯器設定温度60℃
A＋0.06MPa（流動圧）：給湯器設定温度42℃
0.75MPa（静水圧）

最低必要圧力

測定条件は次の通りです。
●レバーハンドルは全開です。
●給水温度5℃、吐出温度42℃（ガス給湯器との組み合わせが最も悪い冬季を想定）。
●給水圧力はガス給湯器直前における流動圧です。

●給水圧力と給湯圧力の差を小さくしてください。温度調節が容易になり使いやすく
　なります。

※止水栓位置の寸法は代表例です。
　-MBの場合、給水給湯用止水栓の取出位置は、化粧台の施工寸法に準じてください。
※排水金具(別売)の操作レバーを、カウンターに取り付ける場合のカウンター厚は、
　排水金具の施工寸法に準じてください。

●取付後の流量調節及び保守点検のために、必ず止水栓（別売）と点検口を設けてく
ださい。

●使い勝手や性能発揮のために、必ず流量調節をしてください。特に水圧が高い場合
など、流量調節がされていないと漏水・破損の恐れがあります。

本製品の仕様と使用条件

安全上のご注意

施工完了図

給湯器温度設定

使用環境温度

圧 力 条 件

取 付 条 件

使用可能水質

給水給湯接続 G1/2

水栓取付穴：φ34～φ38mm　カウンター厚：5～30mm

0.05MPa(流動圧)～0.75MPa(静水圧)
給水圧力≧給湯圧力 ※2

【一般地用】
【寒冷地用】

0～40℃
－20～40℃

85℃以下

(禁止)

(禁止)

注 意

(指示)

(禁止)

(禁止)

(分解禁止)

湯水を逆に配管しないでください。
※水を出そうとしても、湯が出てヤケドをする恐れがあり
ます。

お客さまに引き渡す前に凍結が予想される場合は水を抜い
ておいてください。
寒冷地仕様の水抜方法は、取扱説明書を参照ください。
※凍結破損で漏水し、家財等を濡らす財産損害発生の恐れ
があります。

修理技術者以外の人は水栓を分解したり、修理したりしな
いでください。
※ケガをしたり、故障・破損の恐れがあります。

衝撃を与えたり、もたれかかったりしないでください。
※破損してケガをしたり、漏水や故障の原因となります。

給湯器の温度設定は85℃以上で使用しないでください。
※水栓が破損し、ヤケドや家財等を濡らす恐れがあります。

水抜栓は水抜き以外の目的で開けないでください。
※湯水が噴き出し、ヤケドや家財等を濡らす恐れがあります。

但し、内部の水を凍結させない
でください。

水道水および飲用可能な井戸水(※1)

※1 飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいいます。
※2 給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

(指示)

(指示)

(指示)

(指示)

取付けは必ず施工店が行ってください。
※取付けが不安定となり、ケガをする恐れがあります。

必ず施工説明書の指示通りに施工してください。
※誤った施工方法をされた場合、器具が外れ、ケガをする
恐れがあります。

フレキホースの差し直しをする際は、必ず湯側水側両方の
止水栓を閉じてから行ってください。
※湯・水が噴出してヤケドをしたり、家財等を濡らす財産損
害発生の恐れがあります。

ヤケドの恐れがないところまで水圧変動を押さえた配管設
備にしてください。
※他所の水栓の使用などにより水圧変動が起こり、湯の使用
中に湯温が急上昇し、ヤケドをする恐れがあります。

吐水口引出式
シングルレバー混合水栓

（一般的な行動指示記号です。）

※水栓取付穴：φ φ

●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで
ナビダイヤル

とじる

止水栓

PMS-2032(18012)

1.  施工の前に

L=1250

ホース引出し
長さL=300
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※-MBの
　場合
　192
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施工説明書

TEL 0570-017-173
受付時間 平日 9:00～18:00

土日・祝日 9:00～17:00
（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く）

給湯

給水水栓

湯(H)



調節

テープ

ストッパー

約300mm。

4.

1. 吐水口部を吐水口引出し口に納める。

2. シャワーホースをホースガイドに通して、ストップリングと保護キャッ
プを外し、カプラー式ソケットに差し込む。

3. ストップリングをカプラー式ソケットに差し込んだ後、シャワーホー
スを引っ張っても抜けないことを確認する。

4. カプラー式ソケットとプラグの保護キャップを外し、カプラーのスラ
イダーが下がっていることを確認して、プラグに挿入する。

●カチッと音がするまでしっかりと差し
込んでください。

●スライダーが上がっていることを確認
してください。

※正しく取り付けられないと漏水の原因
となります。

注 意

固定リングはしっかりとはめ込んで
ください。
※固定リングが外れると漏水の原因に
なります。

注 意

注 意

シャワーホースは奥までしっかりと
差し込む。

ポイント

シャワーホースとカプラー式ソケットの接続

水受けタンク（別売)の取付け
※LF-E345S(N)-MBまたは、エモア洗面化粧台に取付けの場合は、化粧台
　に同梱の施工説明書をご覧ください。

●給水・給湯ホースを上に引き、確
実に接続されていることを確認し
てください。
※漏水の原因になります。

●固定リングを回転させても外れな
いことを確認してください。
※固定リングが外れて漏水の原因に
なります。

注 意

シャワーホースを引っ張っても抜け
ないこと。

注 意
確 認ストップリングはしっかりとはめ込

んでください。
※ストップリングが外れると漏水の原
因となります。

固定リング、給水・給湯ホースとソケットの接続部（ツバ部）にはめ込み、
抜け止めカバーを、固定リングにはめ込む。

吐水口部
吐水口
引出し口

一般地用 寒冷地用

一般地用 寒冷地用

ホースガイド

シャワーホース

カプラー式
ソケット ホースガイド

ストップリング

カプラー式
ソケット

ストップリング

ストップリング
シャワーホース

ストップリング

シャワーホース
シャワーホース

保護キャップ

保護キャップ

水抜栓付
カプラー式
ソケット

水抜栓付
カプラー式
ソケット

保護キャップ

引っ張っても抜けないこと
引っ張っても抜けないこと

カプラー式
ソケット

1. 点検シールを水受けタンクに貼り付ける。

2.

3.

注 意
必ず施工寸法どおりに取り付けてください。
※施工寸法の位置が正しくない場合、ホースが水
受けタンクに引っ掛かり、吐水口部が吐水口引
出し口に納まらない恐れがあります。

800
（750）

570

140

300 ※（　）内はカウンター高さ750mmの場合
90（40）

スペーサーを右図の背板のキャ
ビネットの指定位置へ手で固定
し、スぺーサーの穴の部分へね
じを入れ、ねじ頭部がスぺー
サーに当たるまで差し込む。

スペーサーにタンクの丸い穴の
部分を入れ、タンクを下ろして
凸部に引っ掛けて設置した後、
水受けタンクの位置が正しい
か、上記の施工図で確認する。

床

壁
洗面器の中心

陶器または
カウンター上面
より615mm

80

点検シール

スペーサー

スペーサー

スペーサーネジ
ネジ

ストップリングを紛失しないように
注意してください。
※シャワーホースが固定出来ず、漏水
の原因となります。

式ソケットを下げる。

カプラー式
ソケット

シャワーホースがねじれないように、接続してください。
ねじれる場合は、シャワーホースを回転し、シャワーホースのねじれを
取り除いてください。

止水栓 止水栓

排水金具

PMS-2032(18012)

●6L/minの目安は、市販の洗面器（容量3L）
をいっぱいにするのに約 30秒。
●湯と水の流量が同じくらいになるように止水
栓で調節する。

ポイント

注 意
必ず、流量調節をしてください。
※水はねやオーバーフローにより家財等を
濡らす財産損害発生の恐れがあります。

注 意
必ずホースストッパーが水受けタンクにス
ムーズに収まることを確認してください。
※ホースストッパーが水
受けタンクと干渉し、
異音や漏水の原因とな
ります。

確 認
最終点検時は配管接続部の
水漏れ点検を十分に行なう
こと。

レバーハンドルを全開にしたときに、水側または湯側の流量が約6L/minを
超える場合は、止水栓で流量を調節をしてください。湯水の流量を調節後、
レバーハンドルを中央の位置で全開した時、流量が多い場合は、湯水の流量
が同じになるように、止水栓を徐々に絞って調節してください。

流量の調節

吐水口を引き出したときの確認・調節を、以下の要領で行ってください。

吐水口の引出確認・調節

1. 吐水口を数回出し入れし、シャワー
ホースが止水栓やフレキホースや排
水金具に干渉しないか、また、ホー
スストッパーが水受けタンクにス
ムーズに収まるかを確認する。

2.

吐水口

止水栓

泡沫ユニット

泡沫口

干渉する場合は、「2.施工方法」　給水ホース・給湯ホースの接続
｢1.｣を参照し、吐出管、給水・給湯銅管を前後左右に広げて調節する。
それでも直らない場合は、以下の要領で調節する。
(1)シャワーホースのねじれを戻す。（方法は、　シャワーホースと
　　カプラー式ソケットの接続｢4.｣の 注意 を参照ください。）
(2)吐出管の角度を調節する。

初期通水後のゴミを取り除くため、泡沫口内の泡沫ユニットの掃除を、以下
の要領で行ってください。

泡沫口の掃除

1. 泡沫口の紛失を防ぐため、排水栓を閉じ
る。または、排水口を布等でおおう。

2. 手で泡沫口を回して泡沫ユニット
を取り外し、水で掃除する。

※給湯圧力が低いときや水温が高いときは、給湯機器が着火しない場合があります。（直圧式給湯機器の場合）
　この場合は給湯機器の設定温度を下げ、レバーハンドルを少し湯側へ回してご使用ください。

調節

ハンドルが
右側に
回らない

ハンドルの操作位置は正しいか？ r

エコハンドル仕様のため、レバー
操作範囲が従来のシングルレバー
と異なります。（施工完了図参照）

エコハンドル仕様のため、レバー
操作範囲が従来のシングルレバー
と異なります。（施工完了図参照）

ハンドルの操作位置は正しいか？ r

u

t

y

u

吐出管

⑤

⑦

⑦
カプラー式ソケット

(逆止弁内蔵)
※寒冷地仕様は除く

抜止カバー

泡沫ユニット

キャップ

⑥ハンドル止めビス

【寒冷地用】

給水・給湯銅管

ソケット

（逆止弁内蔵）

Oリング

④

シャワーホース

水受けタンク ホースストッパー

3.  施工後の調節 4.  引渡し前の確認



調節

テープ

ストッパー

約300mm。

4.

1. 吐水口部を吐水口引出し口に納める。

2. シャワーホースをホースガイドに通して、ストップリングと保護キャッ
プを外し、カプラー式ソケットに差し込む。

3. ストップリングをカプラー式ソケットに差し込んだ後、シャワーホー
スを引っ張っても抜けないことを確認する。

4. カプラー式ソケットとプラグの保護キャップを外し、カプラーのスラ
イダーが下がっていることを確認して、プラグに挿入する。

●カチッと音がするまでしっかりと差し
込んでください。
●スライダーが上がっていることを確認
してください。

※正しく取り付けられないと漏水の原因
となります。

注 意

固定リングはしっかりとはめ込んで
ください。
※固定リングが外れると漏水の原因に
なります。

注 意

注 意

シャワーホースは奥までしっかりと
差し込む。

ポイント

シャワーホースとカプラー式ソケットの接続

水受けタンク（別売)の取付け
※LF-E345S(N)-MBまたは、エモア洗面化粧台に取付けの場合は、化粧台
　に同梱の施工説明書をご覧ください。

●給水・給湯ホースを上に引き、確
実に接続されていることを確認し
てください。
※漏水の原因になります。

●固定リングを回転させても外れな
いことを確認してください。
※固定リングが外れて漏水の原因に
なります。

注 意

シャワーホースを引っ張っても抜け
ないこと。

注 意
確 認ストップリングはしっかりとはめ込

んでください。
※ストップリングが外れると漏水の原
因となります。

固定リング、給水・給湯ホースとソケットの接続部（ツバ部）にはめ込み、
抜け止めカバーを、固定リングにはめ込む。

吐水口部
吐水口
引出し口

一般地用 寒冷地用

一般地用 寒冷地用

ホースガイド

シャワーホース

カプラー式
ソケット ホースガイド

ストップリング

カプラー式
ソケット

ストップリング

ストップリング
シャワーホース

ストップリング

シャワーホース
シャワーホース

保護キャップ

保護キャップ

水抜栓付
カプラー式
ソケット

水抜栓付
カプラー式
ソケット

保護キャップ

引っ張っても抜けないこと
引っ張っても抜けないこと

カプラー式
ソケット

1. 点検シールを水受けタンクに貼り付ける。

2.

3.

注 意
必ず施工寸法どおりに取り付けてください。
※施工寸法の位置が正しくない場合、ホースが水
受けタンクに引っ掛かり、吐水口部が吐水口引
出し口に納まらない恐れがあります。

800
（750）

570

140

300 ※（　）内はカウンター高さ750mmの場合
90（40）

スペーサーを右図の背板のキャ
ビネットの指定位置へ手で固定
し、スぺーサーの穴の部分へね
じを入れ、ねじ頭部がスぺー
サーに当たるまで差し込む。

スペーサーにタンクの丸い穴の
部分を入れ、タンクを下ろして
凸部に引っ掛けて設置した後、
水受けタンクの位置が正しい
か、上記の施工図で確認する。

床

壁
洗面器の中心

陶器または
カウンター上面
より615mm

80

点検シール

スペーサー

スペーサー

スペーサーネジ
ネジ

ストップリングを紛失しないように
注意してください。
※シャワーホースが固定出来ず、漏水
の原因となります。

式ソケットを下げる。

カプラー式
ソケット

シャワーホースがねじれないように、接続してください。
ねじれる場合は、シャワーホースを回転し、シャワーホースのねじれを
取り除いてください。

止水栓 止水栓

排水金具

PMS-2032(18012)

●6L/minの目安は、市販の洗面器（容量3L）
をいっぱいにするのに約 30秒。
●湯と水の流量が同じくらいになるように止水
栓で調節する。

ポイント

注 意
必ず、流量調節をしてください。
※水はねやオーバーフローにより家財等を
濡らす財産損害発生の恐れがあります。

注 意
必ずホースストッパーが水受けタンクにス
ムーズに収まることを確認してください。
※ホースストッパーが水
受けタンクと干渉し、
異音や漏水の原因とな
ります。

確 認
最終点検時は配管接続部の
水漏れ点検を十分に行なう
こと。

レバーハンドルを全開にしたときに、水側または湯側の流量が約6L/minを
超える場合は、止水栓で流量を調節をしてください。湯水の流量を調節後、
レバーハンドルを中央の位置で全開した時、流量が多い場合は、湯水の流量
が同じになるように、止水栓を徐々に絞って調節してください。

流量の調節

吐水口を引き出したときの確認・調節を、以下の要領で行ってください。

吐水口の引出確認・調節

1. 吐水口を数回出し入れし、シャワー
ホースが止水栓やフレキホースや排
水金具に干渉しないか、また、ホー
スストッパーが水受けタンクにス
ムーズに収まるかを確認する。

2.

吐水口

止水栓

泡沫ユニット

泡沫口

干渉する場合は、「2.施工方法」　給水ホース・給湯ホースの接続
｢1.｣を参照し、吐出管、給水・給湯銅管を前後左右に広げて調節する。
それでも直らない場合は、以下の要領で調節する。
(1)シャワーホースのねじれを戻す。（方法は、　シャワーホースと
　　カプラー式ソケットの接続｢4.｣の 注意 を参照ください。）
(2)吐出管の角度を調節する。

初期通水後のゴミを取り除くため、泡沫口内の泡沫ユニットの掃除を、以下
の要領で行ってください。

泡沫口の掃除

1. 泡沫口の紛失を防ぐため、排水栓を閉じ
る。または、排水口を布等でおおう。

2. 手で泡沫口を回して泡沫ユニット
を取り外し、水で掃除する。

※給湯圧力が低いときや水温が高いときは、給湯機器が着火しない場合があります。（直圧式給湯機器の場合）
　この場合は給湯機器の設定温度を下げ、レバーハンドルを少し湯側へ回してご使用ください。

調節

ハンドルが
右側に
回らない

ハンドルの操作位置は正しいか？ r

エコハンドル仕様のため、レバー
操作範囲が従来のシングルレバー
と異なります。（施工完了図参照）

エコハンドル仕様のため、レバー
操作範囲が従来のシングルレバー
と異なります。（施工完了図参照）

ハンドルの操作位置は正しいか？ r

u

t

y

u

吐出管

⑤

⑦

⑦
カプラー式ソケット

(逆止弁内蔵)
※寒冷地仕様は除く

抜止カバー

泡沫ユニット

キャップ

⑥ハンドル止めビス

【寒冷地用】

給水・給湯銅管

ソケット

（逆止弁内蔵）

Oリング

④

シャワーホース

水受けタンク ホースストッパー

3.  施工後の調節 4.  引渡し前の確認


